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第三者意見

　2022年度の労働災害発生状況は、被災者数が41人
（死亡1人、休業4人、不休36人）となり、前年度と比べ合
計で1人減、休業災害については4人減となりましたが、
強度率においては、あってはならない死亡災害発生によ
り、前年度と比べて大幅に上回りました。

　この災害は、小規模改修工事において発生し、脚立作
業の許可制基本ルールと作業当日の作業指示（KY活
動）実施の遵守を怠ったことによるものでした。災害発生
要因としては当社の施工管理基本動作の逸脱が、現場
の安全管理レベルの低下を招き、被災者の不安全行動
につながりました。このような重篤災害を二度と発生さ
せることがないように、2023年度は『諸口工事安全管
理の徹底』・『「仮設足場・仮設機材」使用ルールの徹底』
を管理項目として追加し管理を強化いたします。
　ここ２，３年の労働災害発生状況を見ると、現場管理者
を含む『経験年数5年未満』『危険予知不足』による災害
が多くなっています。『危険予知不足』『危険軽視』の低
減を目指し、現場における日頃の安全指導、作業員との
コミュニケーションをとり、繰り返し指導が重要であると
考え活動を進めてまいります。
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　ヒヤリハット報告と労働災害発生との関係を見ると、
ヒヤリハット報告を積極的に収集している事業所は、災
害発生率が低く、被災者のヒヤリハット報告の提出率も
低いことが確認できました。これはヒヤリハット報告を行
うことで報告者のリスクセンスが向上し、ヒューマンエ
ラーの再発が抑制されているものと思われます。社員お
よび作業員の『ヒヤリハット（活動）の推進』により、リス
クセンスの向上と災害削減を目指します。
　長時間労働の削減については、作業所4週8休を推進
し、勤務間インターバル（10時間以上）の取得、計画年
休制度の導入やゴールデンウィーク、夏季休暇、年末年
始時に連続した休暇の取得を進めています。

　2023年度は以下をポイントに挙げ、改善に向け全社
で取り組んでいます。
　①予防型安全管理の徹底
　②諸口工事安全管理の徹底
　③「仮設足場・仮設機材」使用ルールの徹底
　④労働時間管理の徹底と過重労働防止策の促進
　⑤健康保持・増進策の実践
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